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H. NAKAMORI, H. KAKINOHANA and H. SOEMORI (Yaeyama Branch, Okinawa Prefectural

Agricultural Expeiment Station, Ishigaki-shi 907) : Mass Rearing of the Melon Fly, Dacus cucurbitae

·COQUILLETT. I. Effect of Rearing Density on the Yield and Quantity of Flies.

Effects of rearing density of larvae and adults on the production rate of Dacus cucurbitae were

examined for the improvement of mass production techniques. The relationship between metabolic

heat produced in larval diet and the rearing density was presented by a linear regression. At the egg

density more than 4mt per 2t laval medium, temperature of the medium reached 33.5°C and this

results in harmful effect on larvae and pupae. There was anegative linear relationship between the

pupal weight and the rearing density. The recovery of pupae reached 69.7%, when the rearing

density was 0.5mt eggs per 2l larval medium, and 93.4% in case of 1.0mt eggs per medium, but it

decreased when the egg density was more than 2.0 ml per mebium. We consider that the optimum

rearing density is approximately 2,0-2.5ml per 2l medium. Population productivity seems to be the

highest when adults were reared at a density of 30,000 individuals per cage
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20,,大豆粕３０９，フスマ1５０１（TANAKA，1968,

WATANABE，1970；杉本，1974）である．この条件
でｐＨは4.4～４６となる．飼料２′を37×32×４cｿ11のスチ

ロールバットに入れ，表面をこてでならし，深さを２噸

前後にした．卵は１パット当り，０５，１．０，２．０，４０，

８．０，１６．９，32.0Ｍ（１，１＝9600個）の密度に，自動分

注機で餌の表面に接種した．１区につき５回のくり返し

を行なった．卵は約24時間後にふ化し，若齢幼虫は培地

の表面をはいながら摂食する．成熟が進むにつれて，培

地内に潜る．その際，培地内は幼虫の代謝熱により発熱

が起こる．発熱は，幼虫の成熟する卵接種後，４～６日

目に最も高くなる（TANAKA，1972）．培地内の温度

変化を，４～７日目にかけて調査した．成熟幼虫は，培

地からはい出しバット外に跳び出ろ．跳び出した幼虫

は，オガクズで日別に回収し，蝋化させて後，日別の跳

び出し虫数を調べた．蛸化した蝿はオガクズから分離

し，蝿数，蝿重量について調査した．同時に蝿を２７°Ｃ

の室温で保存し，ポット内で羽化させ，羽化率，奇型

率，有効成虫数について調査した．また，各密度区から

得た蝿を成虫ケージに移し，成虫，1000匹の産卵数を，

日曜および祭日を除いて49日間毎日，成虫寿命を１週２

回，４９日間調査した．

（２）成虫密度試験

成虫飼育室は，温度，２７±１°Ｃ，湿度，６０～70％RＨ'

８：３０～】７：３０分まで40Ｗの螢光灯，２０本を点灯，その

後は，自然光，採卵日には24時間照明を行なった．成虫

の飼育箱は４０×60×120“，上部は金網でおおわれ、側

面には死亡虫が取り出せるようにゴースを取りつけた．

内部には上下２段の餌棚がある．前面にははめ込み式の

戸が着いており，採卵器設置用の直径６ＤＩＢの穴が10個着

いていろ．採卵器の設置穴にはステンレスの廻し戸が着

いていろ．採卵器は直径６噸，長さ20cMIlのプラスチック

容器に直径0.5繩の産卵孔が25～30個開けてある．採卵

には容器にカボチャの汁を浸したスポンジを入れ，それ

を常時10本使用した（TANAKA，1965；田口・川崎，
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Ｆｉｇ．２．Regressionofmeanandmaximumtempe-

raturesofmediatoeggdensity．Ａ：Ｙ＝

２８．３９＋１．７５Ｘ、Ｂ：Ｙ＝27.04＋１．６５Ｘ、

1956；仲盛・垣花・添，盛1975)，

飼料はPhyton,YeastExtract，

Sugerを１対１対10に混合し，各

区に３ｈ９ずつあたえた．成虫の飼

育密度を10,000,20,000,30.000

40,000で飼育し，産卵数を週２

１，，３－４日間隔で56日間調査し

た．同時に，毎週１回死亡虫を取

り出し，生存虫数を調べた．
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２．実験結果

（１）幼虫密度

幼虫培地は卵接種後２日目から

発熱が起り，５日目の朝に最高に

達し，幼虫のとび出しが始まると

下降する（Ｆｉｇｌ）．各密度区に

おける平均塔地温は0.5,1で27.5
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ムｔｈｄａｙ ５tｈｄａｙ ６tｈｄａｙ（Larvalage）

Ｆｉｅｌ・Changeintemperatureoflarvalmedia・Rearing

densityisasfollows：⑬＝0.5，○＝１．０，▲＝２．０，
△＝４．０ｍ1．
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｡Ｃ，１．０㎡で29.0.Ｃ，20,1で30.6.Ｃ，４０㎡で３３．５°Ｃと

なり，平均培地温（Ｙ）と密度（Ｘ）との間には，Ｙ

＝27.04＋1.65Ｘ，最高培地温（Ｙ'）と密度（Ｘ）と

の間には，Ｙ'＝2839＋1.75Ｘの回帰直線が得られた

（Ｆｉｇ２）．

幼虫のとび出しは，各区とも，ほとんどが５日目から

始まり，６～７日目にかけてピークに達する．６～７日

目にかけて約８割が跳び出すが，高密度になるにつれ，

ピークは崩れる傾向がある（Fig.３）．
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蝿重は，密度が高くなるにつれて，軽くなるが，０．５

～2.0㎡，および8.0～32.Ｍ区においては，有意差は認

められなかった（Fi９，４）．踊重（Ｙ）と密度（Ｘ）

の間には回帰直線のＹ＝17.35-1.34Ｘの関係があった

（Ｆｉｇ５）．

卵から蝿までの歩留まりは，１．０Ｍ区で93.4％と最も

高く，密度が低くても高くても減少する．羽化率，奇形

率（羽化不完全虫および翅ちぢれ），有効成虫率は，密

度の上昇とともに低くなる（Tableｌ）．

各区から得た成虫の49日間の生存率は，０．５ｍ'区が

89.3％，１０mZ区は72.2％，2.0,2区は9Ｍ，４０，２区は

93.5％となり，密度の影響を見出すことはできなかっ

た．また，４９日間の総産卵数は，０．５Ｍ区が29.4Ｍ，

4.0,2区は34.5,2となり密度による影響は認められなか

った．
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Table，１．Ｅｆｆｅｃｔｏｆｂｅｎｓｉｔｙｏｆｅｇｇｓｕｐｏｎｔｈｅｌａrval，pupalandadultdevelopment．

％Deformed
Adults

％Available＊
Adults

％Adult

Emergence．
Egg
Density
(ｍｌ）

％Recovery
ofPupae．

96.8

93.2

94.2

80.8

30.8

０．１

０．１２

０．２

１．５

１０．７

96.7

93.2

94.0

79.3

20.1
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５
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●
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６
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８
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５
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０
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●
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０
１
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８

*Availableadults＝(％adultemergence)－(％deformedadults）
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数老示

30日後

は，１０

で62％

成田密度試験

に示すように密度が低いと，ほぼ安定した生存

-のに対し，密度の増加につれて羽化初期および

:死亡数が増加する傾向がある．４９日間の生存率

)頭区で90％，20,000頭区で81％，30,000頭区

40,000頭区で41％，であった（Ｆｉｇ６）．
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星

５６日間の総産卵重は，１Ｃ

頭区で179.5,1,20,000顕

253,5Ｍ，30,000頭区で297

40,000頭区では260Ｍで，

数を30.000頭以上にすると

量が減少した．１００雌当り

肌
で,C

Ｒ

虫
卵
産

卵量は，10,000頭区で1.8
ﾕエユ８２ ２

20,000頭区で1.3〃'，30,000頭

区で1,02u''40.000頭区で07秘

となり密度の上昇とともに減少

する（Ｆｉｇ７）．

Ａｄｕユｔａｇｅｉｎｄａｙ．

Ｆｉｇ７・Ovipositioncurveindifferentrearing

densities・ＳｙｍｂｏｌｓａｒｅｔｈｅｓａｍｅｗｉｔｈＦｉｇ、６．
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３．考察

ウリミバエの発育限界温度は，34.c前後である（Ko

IzuML1934KEcK，1951）．培地内の温度上昇は幼

虫および蝿の発育を阻害する（BuRsELL，1964）．

Fig.２に示すように，卵密度が４〃/を越すと，平均温度

は，34.Ｃを越し，最高温度は2.5剛あたりですでに34°Ｃ

に達している．培地温の上昇が羽化率，奇形率の増加に

影響したものと考えられろ．密度を2.5,2以上にする

と，幼虫発育期に培地温を調整する必要があろう．室温

を27°Ｃから21°Ｃに下げるか，ああいは水を加えること

により，培地温の上昇をおさえることができる（ＴＡＮ－

ＮＫＡｅｔａｌ，1972）．

寄生された野外のトマト，キュウリを直射日光に当て

ろと，内部の温度が外気温よりも13.5°Ｃも上昇し高い

死亡をひき起こすといわれる（STEINER、1962）．

幼虫は卵接種後５日目から跳び出しを始めるが，密度

の上昇にともない跳び出し期間が長くなる．蝿を照射

し，不妊化するには蝿の発育を調整し，羽化日を揃えね

ばならない．それには幼虫の跳び出し日をできるだけ短

期間に揃える必要がある．普通大量増殖においては７日

目に幼虫を20°Ｃの部屋に移し，さらに水を培地に加えて

刺激することによって培地から追い出す．

0.5脚'’１０"Zの卵密度ではバット内に残餌がある．し

かし，２．０，１以上にすると，ほとんど残らない．そのこ

とから，２.OjiMJ以上の密度では，餌の奪い合い等の競争

があるものと思われろ．踊重は0.5～2.0Ｍ間に有意差は

認められず，幼虫は餌を充分摂収したものと考えられ

ろ．しかし，４．０秘区になると，蝿重は11噸となり，蝿

重の減少が現われる．蝿の歩留りは，０．５２IIJ区では，

69.7％と低く，過疎の影響が現われ（仲盛，1974），

1.0211J区で93.4％と最も高く，2.0〃'区で86.6％，４．０

"'区で82.3％になり，8.0211J区で41.5％と極めて低くな

る．密度を2.0"'から４．Ｍにすると,約1.9倍の蝿を回収

することができる．幼虫の発育後期に培地温を調整すれ

ば，有効成虫数の減少をくい止めることができると考え

られろ．しかし，不妊化された蝿，あるいは成虫を野外

に放飼すると，野外に生息する虫との競争，および自然

環境に対して対応することができるのであろうか．野外

から採集されるウリミバエの蝿は普通15〃前後である．

ラセンウジバエCochliomiyiahominivoraxの11年間

累代飼育を重ねた系統と，２５年間の累代飼育系統とは雄

のフェロモンに対する反応に差が現われろ（FLETcH-

ERetal，1968）．また交尾行動も異なる（ALLEY

ｅｔａｌ，1966）．

成虫の飼育は個体群において，最大の繁殖が行なわれ

る適正密度で飼育することが望ましい．５６日間の総産卵

量は成虫密度を30,000頭以上にすると減少する．成虫の

死亡は羽化初期および，羽化後35日以後に起こり，密度

が高くなるにつれて，その傾向が大きくなる.すなわ

ち，高密度にしても，飼育箱の許容密度を超えると，死

亡がおこり，卵の回収効果は高くならない.

羽化初期の死亡は，羽化がほぼ一定の時刻に起こるた

め，若い成虫はダンゴ状にもみ合い，翅の破損が起こる

ためと考えられる．

３５日以後の死亡は，飼育箱の内面に排出物が付着し，

休息場所の減少のためと思われろ．飼育箱を大きくし’

さらに多数の虫を飼育するなら，内部にカーテンをつり

下げ，休息場所を大きくするなどの工夫が必要であると

考えられろ（BAuMHovER，1966）．

４．摘要

１ウリミパエDacuscucurbitaeCOQUILLETT

の大量飼育における幼虫，成虫の飼育密度について研究

した．

２培地内の温度は幼虫の発育につれ徐々に上昇し，５

日目の朝に最高に達し，幼虫の跳び出しが始まると下降

した．平均培地温（Ｙ）と密度（Ｘ）との間には，Ｙ＝

27.04＋Ｌ６５Ｘ，最高培地温（Ｙ）と密度（Ｘ）との間

には，Ｙ＝28.39＋Ｌ７５Ｘの回帰直線が得られた．

３幼虫の跳び出しは，卵接種後５日目から始まり，６

～７日にピークに達するが，密度が増加すると，ピーク

の山が崩れる傾向を示した．

４蝿の重量（Ｙ）と密度（Ｘ）との間には，Ｙ＝

17,35-1.34Ｘの回帰直線関係があった．

５蝿の歩留りは，0.5"'区で69.7％，１．Ｍ区で93.4

％になり，密度を1.0〃'より高くすると歩留りが悪くな

った．

６有効成虫数は密度の増加につれ減少する傾向にあ

った．

７成虫飼育個体群の繁殖効果は，30,000頭区が最も

高かった．

８成虫の生存数は，密度が低いと安定するが，密度

の増加につれて羽化初期および羽化後30日以後に死亡す

る傾向を示した．
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